
学
生
サ
ー
ビ
ス
課
 

 
    ■

奈
良
市
内
四
大
学
と
奈
良
市
が
協
定
 

六
月
十
一
日
、
奈
良
市
庁
舎
に
お
い
て
、
奈
良
教
育

大
学
は
じ
め
奈
良
市
内
四
大
学
と
奈
良
市
と
の
間
で
、

「
連
携
教
育
に
関
す
る
協
定
書
」
及
び
「
学
校
教
育
支
援

活
動
（
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
）
事
業
に
関
す
る
協
定
書
」

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

調
印
式
に
は
、
柳
澤
学
長
を
は
じ
め
、
奈
良
女
子
大

学
長
、
帝
塚
山
大
学
長
及
び
奈
良
大
学
長
が
、
奈
良
市

側
か
ら
は
、
大
川
市
長
、
冷
水
教
育
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。 

こ
の
協
定
は
、
奈
良
市
内
の
す
べ
て
の
公
立
小
・
中

学
校
と
幼
稚
園
（
百
二
校
・
園
）
に
、
教
員
志
望
の
学
生
・

大
学
院
生
を
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
派
遣
し
、

授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
補
助
な
ど
学
校
教
育
活
動
支
援

を
通
じ
て
、
相
互
の
教
育
活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。 

調
印
式
で
大
川
市
長
は
、「
学
生
が
現
場
に
入
り
子

ど
も
と
接
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
充
実
、
活
性
化
が
図

れ
る
」
と
、
学
生
の
派
遣
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
四

大
学
を
代
表
し
て
柳
澤
学
長
は
、「
学
生
に
と
っ
て
は
、

学
校
と
い
う
生
き
た
学
び
の
場
を
直
接
体
験
し
、
教
え

る
こ
と
の
難
し
さ
や
子
ど
も
と
の
対
話
を
通
し
た
子
ど

も
の
理
解
、
先
生
方
と
の
交
流
な
ど
、
教
育
専
門
職
と

し
て
の
意
識
を
高
め
、
そ
の
資
質
を
磨
く
貴
重
な
機
会

と
な
る
」
と
、
こ
の
事
業
の
意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。 

本
学
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
数

は
百
三
十
名
を
超
え
、
学
内
選
考
を
経
て
、
百
数
名
近

く
の
学
生
が
、
七
月
下
旬
か
ら
、
随
時
、
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。 

 ■

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
つ
い
て
 

七
月
十
六
日
に
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
加

え
、
大
和
郡
山
市
「
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
」、
奈
良
県
「
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
含
め
た
学
生
を
対
象
に
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
説
明
会
（
出
陣
式
）」
を
開
催
し

ま
し
た
。
柳
澤
学
長
か
ら
学
生
へ
の
激
励
が
あ
っ
た

の
ち
、
杉
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
か
ら
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
得
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
奈
良

市
か
ら
は
、
中
室
学
校
教
育
課
長
の
挨
拶
、
上
田
指

導
主
事
に
よ
る
派
遣
に
当
た
っ
て
の
事
前
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
に
、
学
生
サ
ー
ビ
ス
課

作
製
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
（
手
帳
）」
を
配

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
回
生
の
仲
島
浩
紀
君
が
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
に
参
加
す
る

決
意
を
述
べ
、
大
学
院
１
回
生
の

田
中
美
和
さ
ん
か
ら
は
、
大
和
郡

山
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
を
支

援
す
る
た
め
の
学
科
指
導
教
室
「
Ａ

Ｓ
Ｕ
（
あ
す
）」
で
六
月
か
ら
学

習
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
る
体
験
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

今
後
、
派
遣
先
学
校
や
奈
良
市

教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
派
遣
学
生

の
意
見
を
聴
き
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
は

じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
充

実
し
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ボランティ
ア活動を

実践する
あなたたち

へ 

 
自分が誰

かの役に
立つ、社

会のため
に何かが

できる

喜びを体
験できるっ

て、素晴ら
しいことで

はありませ
んか。 

さまざまな
生き方や

考え方を
学び、社

会の問題
・課題

を考える
ことがで

き、豊か
な人間性

を育てる
ことが可

能

となるボ
ランティア

活動。 

学生生活
の充実だ

けでなく
、生涯に

わたって
精神的

に豊かな
生きがい

のある人
生を送る

ことがで
きる基礎

を築くこ
とになりま

す。 

さあ、次
のことを

よく守っ
て、実践

活動を有
意義なも

のにしま
しょう。 

 

１．約束事
を確認し

、守ろう。
 

２．人との
出会いを

大切にしよ
う。 

３．学ぶ姿
勢から活

動を始め
よう。 

４．無理を
せずに、で

きることか
ら始めよう

。 

５．報告・
連絡・相談

を忘れず
にしよう。

 

６．子ども
達の安全

を第一に
考えよう。

 

７．プライ
バシーや

秘密を厳
守しよう。
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